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運と三菱含社｣中村隆英 ･大塚久雄 ･鈴木蒋一郎 〔編〕 F世界経済分析一脇村義太郎教授
還暦記念論文集 Ⅰ-1岩波書店 (昭和17年)､および大阪南瓜三井船舶株式含社 (榊原
昌義 〔蕪〕) F大阪商船株式含社八十年史』大阪商船三井船舶株式含社 (昭和41年)､I
-5ページ､参照｡
和52年)､杉山伸也 ｢幕末､明治初期における石炭算出の動向と上海石炭市場｣ F社会経
済史学』第43巻､第 6号､ (昭和53年)､同 ｢日本石炭業の発展とアジア石炭市場｣ 『
(季刊)現代軽済』 (昭和57年､春季号)､参照｡









(13)復旦大学歴史系 ･上海師範大学歴史系 〔編著〕 F中国近代史 2 -洋務運動と日清
-24-
戦争一』野原四郎・小島晋治〔監訳〕、三省堂（昭和46年）、130～13｝ページ、参照。・
（14）日清汽船株式會社（伊沢梅吉〔執筆・編纂〕）『日清汽船株式會社三十年史及追補』
日清汽船株式會社（昭和16年）、7～8ページ．
（15）佐々木、前掲書、279ページ。
（16）・・『通商二二』（明治15年）〔上海〕「根室昆布商況」明治15年12月2日発、品川忠
道㍉参照。
｛17）三井船舶株式三社（高橋．威〔編纂担当〕）『創業八十年史』三井船舶株式會社（
昭和33年）、38～39ページ。
（18）『通商彙編』（明治17年・下）〔上海〕「自七月至十二月上海商況報告」明治18年一
3月4日発、安藤太郎。
（19）一前掲、『日本郵船株式會社五十年史』、17～18ページ。
｛20）『三菱社誌』（明治12年2月22日）東大出版会版（7）、451～46⑩ベージ。なお、
『三菱社誌』については、三菱社誌刊行会〔編〕により昭和54年かち55年にかけて、東京
大学出版会より出版されたものを用いた。以下、東大出版会版と記す。
（21）『通商温温』（明治17年・上）〔香港〕町田二一。
（・22）・『三菱立山』（明治9年10月正月y東大出版会版（3）、609～6ねページ重一『三菱
社誌』（明治10年3月10日）東大出版二二（4）、66～70ページ、『三菱社誌』・（明治10年一
3月28日）東大出版会版（4＞、89～91ページ、『三菱社誌』（明治10年4月是月）東大出
版会心（4）、・141～142ページ、『三菱三二』・（明治10年7月30日）東大出版会版（4）、
310ページ、『三菱社誌歯（明治10年m月12日）東大出版会版（4）｛441ページも
（23＞三井船舶株式會社｛前掲書、21ベージ。
・（24＞岩崎家伝記刊行会〔編〕（中野忠明〔執筆〕）『岩崎彌太郎傅（下）』東京大学出
．版会（昭和55年、復刊2刷）、208ページ、参照。
（25）一『三菱社誌』（明治11年11月25日）東大出版会版（6）、674～676ページ喝・『三菱
社誌』（明治12年盆月22日）東大出版会版（7）、71～73ページ．
Qの　『三菱社誌』（明治9年8月是月）東大出版会版（3）、359～362ページ。
（27）r三菱社誌』（明治12年10月4日）．束大出三会版（7）、451～460ページ。
（28）三井船舶株式二二、前掲書、31～39ページ。
（29）『通商彙編』（明治17年・上ン〔香港〕町田實一。
（30）『三菱社誌』（明治17年5月是月）東大出版会版（12）、137～139ページ。
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　（31）福沢諭吉r三菱郵便汽船香港の航路を止む」『時事新報』明治17年6月30日・（慶
応義塾〔編纂〕『福沢諭吉全集、第9巻』岩波書店、昭和45年再版、538～541ぺ～ジ）．
この社説を執筆する前に、福沢は三菱の荘田平五郎に、手紙でもって、香港航路の成立事
情、香港在住の日本人の状況を問合せ、．「一説を認候積なれ共、純然たるインデペンデン
トの筆法に候間、三々御安意被下度、………」と述べている（同全集、第17巻」75ペー
ジ）。この香港航路に関する社説に関して、福沢が三菱と共同の争いかち局外独立の立場
をもって覧廃曲を憂う一る意見を開陳したということを疑う理由はない。ただ、明治14年の
政争の時から、薩長主流派は、岩崎㌔福沢を土肥の反主流派、民権派に連なるものとみな
して一いた。この点については、服部一馬「明治前期における三菱と三井（4）」・・『経済と貿
易歯83号ザ（昭和38年9月）。松本一郎一「明治前期の海運論・海運記事」一r海運』（昭和
一45年1月号）6三島康雄『三菱財閥史一明治篇目』教育社（昭和53年）」7～102ベージ．
富田正文「後記」、前掲｛一『福沢諭吉全集、第9巻』、一578～579ページ、参照。一一・』
　（32＞一前掲忌『岩崎彌太郎傅　下』、555ページ、および加地照義「二大定期船會社の創
一立一郵・商西社の設立過程一」『海事交通研究』第16集（昭和54年）、参照。
　（33）『三菱社誌』（明治17年5月是月）東大出版会版（12）、137～139ページ。
　（34）『三菱社誌』’（明治9年ll月20日）東大出版会版（3）、524～526ページ。
　（35）前掲｛『日本郵船株式會社五十年史』、11～12ページ。
　（36＞一一『三菱社誌』（明治13年3月19日）東大出版会版（8）、270～272ベージ。
　｛37）一『三菱社誌』（明治14年2月28日目東大出版会版（9）、35～41ページ。
　（38．）前掲、『日本郵船株式會社五十年史五、17～18ページ。
　（39）『三菱虚幻』（明治14年．2月28日〉東大出版鉛版（9）、35～41ページ．
　（40）同上b一
　（41）『通商彙編』（明治14年）〔ウラジボストーク〕「明治十四年一月乃至六月浦臨港
報告」明治14年6月発、寺見機一。一
　（42）日本郵船株式會社『我社各航路ノ沿革』日本郵船株式同社（昭和7年）・、68～69ペー
ージ。一
　（好）前掲ギ『日本郵船株式墨画五十年史盈、86ベージ。
　（44）『通商彙編』（明治14年）〔ウラジボストーク〕「明治十四年十一月乃至十二月急
潮港報告」明治14年12月30日発、寺見機一。
　（45）同上。
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